
一
月
一
五
日
新

長
田
勤
労
市
民
セ
ン
タ
ー
に

て
、
「
東
日
本
大
震
災
が
私

た
ち
に
問
う
も
の
―
生
き
る

権
利
を
求
め
て
」
と
題
し
て
、

被
災
地
反
失
業
総
行
動
参
加

団
体
連
絡
会
の
主
催
に
よ
る

震
災
一
七
周
年
集
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。

集
会
は
関
西
合
同
労
組
の

石
川
豊
子
さ
ん
の
司
会
で
始

ま
り
、
ま
ず
参
加
者
一
同
で

黙
祷
を
し
ま
し
た
。
長
谷
川

正
夫
さ
ん
（
被
災
地
雇
用
と

生
活
要
求
者
組
合
）
は
開
会

の
挨
拶
で
、
十
二
月
初
旬
に

福
島
を
訪
れ
た
時
の
状
況
を

報
告
さ
れ
、
「
現
地
に
身
を

運
ぶ
こ
と
は
容
易
で
な
い
が

関
西
に
住
む
私
た
ち
に
で
き

る
こ
と
が
あ
る
、
そ
れ
は
共

に
原
発
に
抗
議
す
る
こ
と
で

あ
る
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

連
帯
の
挨
拶
で
は
、
私
た

ち
港
合
同
か
ら
中
村
吉
政
副

委
員
長
が
登
壇
さ
れ
、
阪
神

淡
路
大
震
災
の
時
の
公
園
で

の
労
働
相
談
、
ま
た
東
日
本

大
震
災
に
際
し
て
の
「
Ｎ
Ｐ

Ｏ
み
な
と
」
と
の
共
同
で
の

支
援
活
動
に
つ
い
て
報
告
さ

れ
る
と
同
時
に
二
十
年
を
超

え
る
南
労
会
支
部
の
闘
い
、

維
新
の
会
に
よ
る
労
働
者
分

断
政
策
と
い
う
状
況
下

で
の
闘
い
と
い
う
現
在

直
面
し
て
い
る
課
題
に

つ
い
て
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。
粟
原
富
夫
さ
ん

（
神
戸
市
議
会
議
員
）
、
寺

下
眞
治
さ
ん
（
部
落
解
放
同

盟
全
国
連
合
会
）
、
常
澤
透

さ
ん
（
全
日
建
連
帯
労
組
関

西
生
コ
ン
支
部
）
、
和
田
た

か
お
さ
ん
（
高
槻
市
議
会
議

員
）
か
ら
も
そ
れ
ぞ
れ
連
帯

挨
拶
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

集
会
の
メ
イ
ン
報
告
と
し

て
「
子
ど
も
た
ち
を
放
射
能

か
ら
守
る
福
島
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
代
表
の
中
手
聖
一
さ
ん

か
ら
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

（
別
掲
）

そ
の
後
、
平
田
隆
さ
ん
に

よ
る
歌
を
は
さ
ん
で
、
河
村

宗
治
郎
さ
ん
（
兵
庫
県
被
災

者
連
絡
会
）
よ
り
借
り
上
げ

住
宅
を
め
ぐ
る
闘
い
の
報
告
、

続
い
て
東
口
博
さ
ん
（
同
和

住
宅
値
上
げ
反
対
全
国
連
絡

会
）
よ
り
西
宮
・
芦
原
地
区

の
改
良
住
宅
追
い
出
し
裁
判

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
被

災
者
へ
の
補
償
と
し
て
、
ま

た
部
落
差
別
を
な
く
す
目
的

で
建
て
ら
れ
た
住
宅
で
あ
る

は
ず
な
が
ら
、
生
き
る
上
で

欠
か
せ
な
い
そ
こ
で
の
居
住

の
権
利
を
再
び
剥
奪
す
る
こ

の
よ
う
な
問
題
が
厳
然
と
し

て
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

集
会
の
最
後
に
、
石
田
勝

啓
さ
ん
（
関
西
合
同
労
働
組

合
）
か
ら
「
避
難
・
疎
開
の

受
入
れ
な
ど
の
具
体
的
支
援

に
取
り
組
ん
で
い
こ
う
」
と
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集
会
報
告



提
起
さ
れ
ま
し
た
。

団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
の
声
を

あ
げ
な
が
ら
、
阪
神
淡
路
大

震
災
か
ら
十
七
年
が
経
っ
た

今
も
震
災
は
終
わ
っ
て
い
な

い
と
い
う
こ
と
を
、
私
自
身

の
意
識
の
低
さ
を
恥
じ
つ
つ

噛
み
し
め
て
い
ま
し
た
。
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東日本大震災における被害は一に地震と ☆ ☆ ☆

津波、二に原発事故による放射能問題、これは人災だ。お金もうけのためにこんな危

険なものを動かし、ついに取り返しのつかない事故をおこした。加えて日本政府によ

る棄民政策という被害がある。自分が生活しているのは福島第一原発から６０～７０

キロのところだが、もう10ヶ月も放射能のことばかりにかかずらわらされている。3

月15日放射能の雲がやってきた。枝野官房長官は「ただちに影響はない」と繰り返し

たが、ヨウ素剤配布が必要なこと、妊婦は避難すべきであることが後から分かった。

私たちは何も知らされないまま給水の列に、ガソリンスタンドの前に何時間も並んだ。

子どもも一緒に並んだ。それが返す返すも後悔される。

１５０万人が「原発の中」に

情報が無い中、まず始めたのが放射能の測定。軒並み20、30マイクロｓＶの数値

が出てきた。県にレポートを出し、全ての学校の調査をお願いした。汚染の実態が分

からない中で、学校が始業すれば避難している人も戻らざるを得ない、始業しないで

欲しいと申し入れたが、予定通り４月６日に始められた。

県は1600ヶ所の学校や幼稚園・保育所を調査したが集計も評価もしない。数字の

羅列で住民には訳が分からなかった。脱原発の活動をしていたグループの人たちは、

放射能の危険性を誰よりも知っているがゆえに真っ先に避難をした。自身は、さまざ

まな事情で地元を離れられなかった人たちと一緒に調査をし、汚染の事実を自分たち

で明らかにすることを始めた。76％の学校が汚染管理区域にあり、150万人が原発の

中で働いているのと同じ状況におかれていることがわかった。

子どもだけでも30万人いる。県北地区は最も汚染度合が高く、56％が

労働者にも許されていない量の被ばくをしている。

子どもたちを

放射能から守る福島ネットワーク代表

中手聖一さんのお話

子どもたちを放射能にさらした後悔
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スクリーニングを受けて一定以上の数値があると避難所に入れず病院へ行って全

身除染をすることになる。しかし国汚が暫定基準とした数値は、それまで全身除染

とされていた1万3千ｃｐｍ以上でも、10万ｃｐｍまでは部分除染にするというもの

だった。

子どもが殺される！
基準を国が示したのは7月19日のことで、そこで出てきたのが子ども20ミリシー

ベルト基準で「校庭も時間制限で十分」というものだった。この時から県民の感情

は、「国は早く何とかしろ」という苛立ちから「このままでは子どもが殺される」

という危機感・怒りへと変わり、具体的な行動を起こし始めた。

5月1日「子どもたちを放射能から守る福島ネットワーク」が250人からスタート

し、避難・疎開、除染・測定、知識の普及、防護という四グループでの活動を始め

た。「まずは避難すべきだ」という人、「避難の呼びかけは必要ない」という人、

「原発についてこれまで何も知らなかった」という人……さまざまな人たちが温度

差を超えて集まり行動し始めた。

避難については6月から本格的に呼びかけ、自主避難者への賠償という点では一

歩踏み出した。しかし避難できた子どもたちは一割でしかない。現在、国は「警戒

区域」という立入禁止区域と、「計画的避難区域」という居住禁止区域からなる強

制的な居住禁止区域しか定めていない。これに対して、希望者は避難できる選択的

避難区域を国に認めさせる取り組みが必要である。

測定の結果、田んぼの土はセシウムを吸着するため米そのものの汚染度合は現時

点では抑えられているが、吸着される一定量があるため来年はさらに汚染米の問題

が顕著に出てくると心配される。原発事故に対しては、放射能は山から住宅地に移

動してくるため本質的には打つ手がない。除染はとても市民レベルで手がけられる

量ではない。防護については野菜を可能な限り安全な土地で作り、また西日本の野

菜を子どもを持つ家庭を優先に届けるよう取り組んでいる。

山下俊一を使った国の「安全」デマ
一方で国は安全キャンペーンを張り、その先鋒となったのが長崎大学の山下俊一

である。彼は被爆二世を名のりながら、チェルノブイリでの放射能の影響について

「被害者は6千人の甲状腺がんの人だけだ」と言ってのけた人物だ。福島原発事故

については、「100マイクロシーベルトまでは全く心配はない」などと言っておき

ながら、6月ごろには「100マイクロシーベルトは10マイクロシーベルトの誤りで

あった」と言い、現在は「100マイクロシーベルト以下は分からない」という全く

無責任な発言をしている。
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具体的な取り組みを広めてほしい

国の意図的な風化に抗して今おきていること、これから取り組まなければならない

ことを市民の力で広めてほしい。

中手さんの報告の中で福島ネットワークでの活動について、避難・疎開、除染・測

定、知識の普及、防護そのいずれを優先させるかを議論している時間などないのだ、

だからすべてを同時に始めたという言葉に、胸を打たれるとともに現地の厳しい状況

を改めて思い知らされました。

ＮＰＯみなと合同ケアセンター Ｈ

さよなら原発３.１１関西１万人行動
今、行動の時！大惨事を防ぐために 中ノ島へ

◇午前11時～ 特別企画 中之島公会堂大ホール

「原発事故が奪ったもの」長谷川健一さん（飯舘村・酪農家）

「原発銀座の若狭から」松下照幸さん （美浜町・どんぐり倶楽部）

◇午後 １時１５分～２時４５分 《デモ２時55分～》

☆公会堂大ホール 被災者アピール 福井のメッセージ 関電コース

「かいじゅうげんぱつどん」上映など

☆女神像前エリア ブース、音楽予定 御堂筋コース

福島のアピール 福井のアピールなど

☆剣先公園エリア ブース、音楽予定 西梅田コース

福島のアピール 福井のメッセージなど

映画紹介 ”私”を生きる

1月16日「処分は有効」と最高裁の不当な判決を受けた根津公子さん、引

きつづき東京地裁で不当判決をうけた元三鷹高校校長の土肥信雄さんらが

登場します。

◇２２２２月月月月11117777日日日日((((金金金金))))ままままでででで ◇◇◇◇シシシシアアアアタタタターーーーセセセセブブブブンンンン 淀川区十三本町1－7


